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1． はじめに 

近年、非食用の廃材などを用いたバイオエタノ

ール生産は、持続可能な社会を実現するための

方法として期待されている。木材の細胞は、糖

が、成分の 3割を占める難分解性のリグニンと

絡み合って構成されている。現在、これらの分

解に酸やアルカリ性の薬品が用いられているが、

廃液を抑制する代替手法が求められている。[1] 

近年、我々は大気圧下で空気を用いて液体を連

続 処 理 で き る 大 気 圧 空 気 グ ロ ー 放 電 

(Atmospheric-pressure Air Glow Discharge: AAGD）

装置を開発し、装置やランニングコストの低減

が見込めることを報告した。[2] 

本研究では、リグニン分解の代替手法として

AAGDの可能性を評価した。 

 

2. 実験手法 

リグニン 20 mgを 5 mlの純水に懸濁した。リ

グニン懸濁液に浸したリング電極を用いて、大

気中に露出した針電極と液面との8.5㎜の間に

AAGD プラズマを発生させた。陰極と陽極の

間に、2.5 kV (60 kHz)の高電圧、入力電圧 25 W

を印加し放電を発生させた。放電中のリグニン

懸濁液は 1500 rpmで磁気攪拌した。処理時間

は、0分（未処理）、5分、10分とした。処理さ

れたリグニンは、60 %テトラヒドロフランで溶

解し、フォトダイオードアレイ (PDA) 検出器

に接続されたサイズ排除クロマトグラフィー 

(SEC) を使用して測定した。 SEC測定はサイ

ズ排除カラム（WP 300 diol、細孔径 5 μm、カ

ラムサイズ 7.5×250mm、GL-Sciences Inc.）を用

いて行った。 PDA検出器の検出波長は 190〜

400 nmに設定した。 

3． 実験結果 

図 1は，磁気攪拌を行い AAGDで処理したリ

グニン溶液を SEC で検出した際の最初に検出

されたピークの高さの推移と照射時間の依存

性を示したグラフである。 

AAGD 処理によりピークは減少した。また、

磁気攪拌を行いながら照射した際、その減少速

度は上昇した。攪拌を行うことで沈殿したリグ

ニンが気液界面まで浮き上がり短寿命活性種

がリグニンの分解に寄与したことが示唆され

る。 

 

Fig. 1波長 254 nm における AAGD処理し
たリグニンの SEC測定結果 
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